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VanityFairは，ヴィクトリア朝の代表的作家の一人である Wiliam MakepeaceThackeray
（18111863）の最高傑作と見なされる長編小説である。これは，1847年の1月から翌年の7月までに
亘って毎月，分冊形式で出版され，完結後，単行本として刊行された。作品中の主な出来事は，1813
年から1830年代半ば頃までのロンドンやハンプシャー州にあるSirPittCrawleyの屋敷，ブリュ
ッセル，パリで展開する。『虚栄の市』は当時のイギリスの上流中流階級に属する人々の人間模様
が活写された風刺的色彩の濃い作品である。
・VanityFair・というタイトルは，JohnBunyan（1628 1688）の書いた宗教的アレゴリーThe
Pilgrim・sProgress（PartI:1678,PartII:1684）の中に出ている町の名に由来する。VanityFair
には，その副題 ・A NovelwithoutaHero・1が示すとおり，中心的な主人公は見当たらない。物
語では，ロンドンの裕福な家庭に育ったAmeliaSedleyと彼女とは対照的な貧しい境遇で成長した
Rebecca［Becky］Sharpの半生が描かれている。アミーリアとレベッカは性格も極めて対照的であ
る。そして，この二人と深い関わりを持つ個性的な人物たちが多数登場し，悲喜劇が生じる。
この小説には，読者の笑いを誘うユーモラスな場面と語り手のコメントが多数見られる2。語り手
の脱線が多い点が作品の特徴の一つである。ウィットとユーモアに満ちている。笑いの対象は，端的
に言えば，大方の人間が免れることのできない愚かな性質，例えば，虚栄，高慢，俗物性3，欺瞞，
打算，貪欲，偽善等である。VanityFairの中では，これらの性質に加えて，人間の美点と言うべ
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Abstract
VanityFair,alongnovelbyWiliam MakepeaceThackeray,isfulofhumorousscenes
andthenarrator・ssatiricalandinterestingcommentsonvariousmatters.Thesescenesand
asidesnotonlyamusethereadersbutalsoenablereaderstounderstandthecharacters.Such
scenesandthenarrator・scommentsoftencausesmilesandlaughter.Inthispapersomeofthe
humorousexpressionsandcommentsandtheireffectswilbedealtwith.Fifteensuchscenes
orcommentsaswelastheirfunctionswithinthecontextofthenovelwilbeexplainedand
theirtruemessageswilbemadeclear.
Itmightbesaidthatthenarratorofthenovelmakesuseofhumorandwitasameans
towarnreaderstoavoidvanity,falsepride,snobbery,hypocrisy,deceit,greed,andother
foibles.Although thenarrator・spointofview issometimesunsteady,heseemsto be
Thackerayhimself,andisverygenerousinhisjudgmentofhumandefects,andevenofvice.
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き性質，例えば，勇気，献身的精神，親切，寛大，謙虚，子煩悩等についての滑稽な描写も少なくな
い。しかし，何かをあるいは誰かを攻撃する武器としての笑いの対象になるのは，人間の醜い性質の
方である。VanityFairでは，そのような欠点が，直接的な表現で糾弾されることもあれば，皮肉，
直喩，諷刺，逆説，マラプロッピズム等によって引きおこされる笑いによって攻撃されることもある。
この小説の中に見られる笑いの種類と程度は実に多様である。また，読者によっては，ユーモアを
感じることができず逆に憤慨する場合もあろう。無知のためにユーモアが理解できないまま，作品を
読み進める読者もいるはずである。VanityFairを読むときに生まれる笑いは，大雑把に分けると，
微笑，苦笑，哄笑，笑の4つになると思われる。そして，作中人物も読者も笑う場合，つまり，人
物と読者が笑いを共有する場合と，語り手の陳述によって読者が笑う場合とがある。
VanityFairの魅力の一つは，このようなユーモラスな場面や語り手のコメントを味わいながら，
性格描写の巧妙さと作者の人間観社会観が理解できることである。そこで，本稿は，作品からの引
用によって，笑いの種類を明らかにすることを目的とする。また，作品中の笑いの機能についても触
れることとしたい。
それでは，作品からの引用4によって，ユーモアと笑いの実例を挙げてみよう。次の表は，本論に
おいて取り上げるユーモラスな箇所についての笑いを簡単にまとめたものである。表の左端の番号は，
作品からの引用につけた番号に対応する。表の右端の列には，笑いを分類してあるが，あくまで便宜
上の分類に過ぎず，読者によっては感じられる笑いの種類が違うことも大いにあると思われる。
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No. 場面描写の簡単な説明 笑いの対象 ユーモアの手法 笑いの種類
1 JosephSedleyの脂肪過多と衣装化粧に凝る様子
虚 栄
直接的表現 微 笑
2 脂肪過多とダンディ気取りを攻撃されるJosephSedley 皮 肉 哄 笑
3 着飾ったMissSwartz 直 喩 微 笑
4 巨額の財産の力について 高慢打算 直接的表現 苦 笑
5 RebeccaがLadyBareacresの懇願を拒絶すること 高 慢 直接的表現  笑
6 SirPittCrawleyの後妻が支払った代償
俗 物 性
皮 肉 苦 笑
7 MissHorrocksの上流志向 直接的表現 苦 笑
8 RawdonCrawleyの贅沢な生活の元手は何か
欺 瞞
逆 説 苦 笑
9 RebeccaがJosephとの結婚を目論んで猫を被ること 直接的表現 苦 笑
10 LittleRawdonが図らずも母親の子供嫌いを暴くこと 直接的表現 苦 笑
11 資産家の老婦人の威力は何か 打 算 皮 肉 微 笑
12 MissSwartzとの結婚も辞さないと言うJohnOsborne 貪 欲 直接的表現 苦 笑
13 夫を巧みに操るRebeccaの手腕 偽 善 直接的表現 苦 笑
14 RawdonCrawleyが自分の息子を愛すること
子煩悩による
失敗 直接的表現 微 笑
15 VanityFairの語り手による女性論 女性の容貌と知性の関係 皮 肉 哄 笑
最初に，引用1をみよう。
1.His［Joseph・s］bulkcausedJosephmuchanxiousthoughtandalarm―nowandthenhewould
makeadesperateattempttogetridofhissuperabundantfat,buthisindolenceandloveofgood
livingspeedilygotthebetteroftheseendeavoursatreform,andhefoundhimselfagainathis
threemealsaday.Heneverwasweldressed:buthetookthehugestpainstoadornhisbig
person:andpassedmanyhoursdailyinthatoccupation.Hisvaletmadeafortuneoutofhis
wardrobe.Histoilet-tablewascovered with asmany pomatumsand essencesaseverwere
employedbyanoldbeauty:hehadtried,inordertogivehimselfawaist,everygirth,stay,and
waist-bandtheninvented.Likemostfatmen,hewouldhavehisclothesmadetootightandtook
caretheyshouldbeofthemostbriliantcoloursandyouthfulcut.Whendressedatlengthinthe
afternoonhewouldissueforthtotakeadrivewithnobodyinthepark:andthenwouldcome
backinordertodressagainandgoanddinewithnobodyatthePiazzaCoffeeHouse.Hewasas
vainasagirl:andperhapshisextremeshynesswasoneoftheresultsofhisextremevanity.If
MissRebeccacangetthebetterofhim,andatherfirstentranceintolife,sheisayoungperson
ofnoordinarycleverness.（2122）
ここでは，ジョウゼフセドレーの虚栄が笑いの対象になっている。彼は，アミーリアの，12歳
年長の兄であって，大変恰幅のよい人物である。引用の場面では，20代後半である。この引用から
分かるように，人並み外れて外見を気にする性質で自意識過剰の性格の持ち主であるので，ダイエッ
トを試みようとするのであるが旺盛な食欲に負けてしまい成功しない。身なりと化粧に時間をかけ，
なるべく細身に見えるように気を配り，また，若づくりにしようと骨を折る。彼は東インド会社勤務
の裕福な役人であるが，教養は高いとは決して言えない。ジョウゼフのこのような徒労が滑稽に映る
わけである。
次に，引用2の英文である。
2. ・Youdon・tsupposethatI・m going,Mrs.Sed?・saidherhusband,・andthatawomanofyour
yearsandsizeistocatchcold,insuchanabominabledampplace?・
・Thechildrenmusthavesomeonewiththem,・criedMrs.Sedley.
・LetJoego,・saidhisfatherlaughing.・He・sbigenough.・AtwhichspeechevenMr.Sambo
attheside-boardburstoutlaughing,andpoorfatJoefeltinclinedtobecomeaparricidealmost.
・Undohisstays,・continuedthepitilessoldgentleman.・Flingsomewaterinhisface,Miss
Sharp,orcarryhim upstairs―thedearcreature・sfainting.Poorvictim!carryhim up;he・sas
lightasafeather.・
・IfIstandthis,Sir,I・m d―!・roaredJoseph.
・OrderMr.Jos・selephant,Sambo,・criedthefather.（27）
これは，この小説の第4章で，レベッカがアミーリアの家に留していたときのエピソードの一つ
で，アミーリアがヴォクソール公園への外出を提案する場面である。この場面でも，ジョウゼフセ
ドレーの巨体が彼の父親によって残酷なほどからかわれている。この引用の上から4行目の ・He・s
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bigenough.・と下から43行目の ・he・saslightasafeather.・は，痛烈な皮肉として，ジョウ
ゼフを立腹させるのである。また，下から5行目の ・Undohisstays,・という台詞は，細身に見せ
たいというジョウゼフの虚栄を揶揄したものである。
次に，引用3。
3.He［GeorgeOsborne］hadthenbeentopassthreehourswithAmelia,hisdearlittleAmelia,at
Fulham;andhecamehometofindhissistersspreadinstarchedmuslininthedrawing-room,the
dowagerscacklingintheback-ground,andhonestSwartzinherfavouriteamber-colouredsatin,
withturquoise-bracelets,countlessrings,flowers,feathers,andalsortsoftagsandgimcracks,
aboutaselegantlydecoratedasashechimney-sweeponMayday.（209）
ここでは，ミススウォーツの虚栄が攻撃されている。彼女は，ロンドンのMissPinkertonの女
学校でのアミーリアの同窓生であり，色黒の混血の娘である。性格は悪くないのであるが，教育の成
果は十分とは言い難い。周囲の人たちが彼女に注目するのは，専ら彼女の莫大な富のためである。こ
の場面では，ミススウォーツがあたかも一人前のレディを気取って装身具で満艦飾の身なりをして
いる様子が，・ashechimney-sweeponMayday・にたとえられている。
続いて引用4。
4.Likemanywealthypeople,itwasMissCrawley・shabittoacceptasmuchserviceasshecould
getfrom herinferiors;andgood-naturedlytotakeleaveofthem whenshenolongerfoundthem
useful.Gratitudeamongstcertainrichfolksisscarcelynaturalortobethoughtof.Theytake
needypeople・sservicesastheirdue.Norhaveyou,Opoorparasiteandhumblehanger-on,much
reasontocomplain!YourfriendshipforDivesisaboutassincereasthereturnwhichitusualy
gets.Itismoneyyoulove,andnottheman;andwereCrsusandhisfootmantochangeplaces,
youknow,youpoorrogue,whowouldhavethebenefitofyouralegiance.（144）
この引用部では，前半でミスクローリーの高慢ぶりが攻撃され，後半では一般の人々の打算ある
いは貪欲が笑われている。彼女は巨額の資産を持つ老嬢であるが，目下の者たちから最大の奉仕を受
けながら，彼らが役立たずになると首にしてしまうほどの忘恩の人物である。他方，彼女を取り巻く
者たちと彼女の屋敷の居候もミスクローリーからの見返りを期待して仕える浅ましい輩であり，彼
女よりもその金の方を愛する人々であるから，文句を言えた義理ではないのである。このような関係
が苦笑を誘うと考えられる。
次は引用5。
5.Whatwilnotnecessitydo?TheCountessherselfactualycametowaituponMrs.Crawleyon
thefailureofhersecondenvoy.Sheentreatedhertonameherownprice;sheevenofferedto
inviteBeckytoBareacresHouse,ifthelatterwouldbutgiveherthemeansofreturningtothat
residence.Mrs.Crawleysneeredather.
・Idon・twanttobewaitedonbybailiffsinlivery,・shesaid;・youwilnevergetbackthough
mostprobably―atleast,notyouandyourdiamondstogether.TheFrenchwilhavethose.They
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wilbehereintwohours,andIshalbehalfwaytoGhentbythattime.Iwouldnotselyoumy
horses,no,notforthetwolargestdiamondsthatyourLadyship woreatthebal.・Lady
Bareacrestrembledwithrageandterror.Thediamondsweresewedintoherhabit,andsecreted
inmyLord・spaddingandboots.（319）
引用の1行目の ・TheCountess・は，ベアエイカーズ伯爵夫人を指している。これは，彼女が，
ワーテルローの戦いの折，ブリュッセルに留していた時に，フランス軍が今にもその町に攻め寄せ
てくるという知らせを聞いてパニックに陥り，一刻も早く脱出したいと考えるのであるが，自分の馬
車につける馬がないため，レベッカに馬を譲ってくれるようにと懇願する場面である。ベアエイカー
ズ伯爵夫人は，それまでレベッカと反目し，レベッカを無視していた。したがって，レベッカは相手
の窮状を知っても同情するどころか，その頼みを拒否し，伯爵夫人を思う存分笑するのである。引
用文の24行目の ・Sheentreatedher....residence.・によって，伯爵夫人はレベッカの言い値で
馬を買い取ろうとしていること，自分の屋敷へレベッカを招待したいと申し出ていることが分かるが，
レベッカはそれを断固として突っぱねている。レベッカは善良な人物ではないが，読者は，ここでは
レベッカに共感し，彼女と一緒に伯爵夫人の高慢を笑するのである。
次は引用6。
6.Letussetdowntheitemsofher［LadyCrawley・s］happiness.Inthefirstplaceshegaveup
PeterButt,ayoungmanwhokeptcompanywithher,andinconsequenceofhisdisappointment
inlove,tooktosmuggling,poaching,andathousandotherbadcourses.Thenshequarreled,as
indutyboundwithalthefriendsandintimatesofheryouthwhoofcoursecouldnotbereceived
bymyLadyatQueen・sCrawley―nordidshefindinhernewrankandabodeanypersonswho
werewilingtowelcomeher.Whoeverdid?SirHuddlestonFuddlestonhadthreedaughterswho
alhopedtobeLadyCrawley.SirGilesWapshot・sfamilywereinsultedthatoneoftheWapshot
girlshadnotthepreferenceinthemarriage,andtheremainingbaronetsofthecountywere
indignantattheircomrade・smesaliance―Nevermindthecommonerswhom wewilleaveto
grumbleanonymously.（85）
ここでは，准男爵サーピットクローリーの後妻の地位を得た，RoseDawsonが耐えなければ
ならない苦しみが書かれている。引用の1行目 ・herhappiness・の中のherはローズを指している。
・happiness・は皮肉な表現である。彼女は金物商の娘だったのであるが，ここに述べられているよ
うに，結婚にあたってそれまでの恋人ピーターバットを諦める。彼はそのお陰で堕落してしまう。
更に彼女は，娘時代の友人知人と喧嘩をする。それは，身分が違うという理由によるのである。し
かし，彼女の結婚を歓迎する人も皆無に等しいのである。それというのも，レディクローリーの身
分を狙っていた人たちが外に幾人もあったためである。ここでは，ローズドーソンと彼女を嫉妬す
る者たちの俗物性が描かれ，苦笑の元になっているのである。なお，引用文の5行目の ・Queen・s
Crawley・はハンプシャー州にあるクローリーの屋敷を指している。
次は引用7。
7.Anditisafact,thatsometimeaftershe［MissHorrocks］leftQueen・sCrawleyacopy-book
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belongingtothisladywasdiscovered,whichshowedthatshehadtakengreatpainsinprivateto
learntheartofwritingingeneral,andespecialyofwritingherownnameasLadyCrawley,
LadyBetsyHorrocks,LadyElizabethCrawley,&c.（4001）
サーピットクローリーの執事であるホロックスの娘，ミスホロックスの俗物性が笑いの対象
である。彼女は，レディクローリーが死去してから，荒廃したサーピットの屋敷を牛耳る存在と
して成り上がっているのであるが，サーピットとの結婚を夢見て，それが実現した暁の文字の書き
方と准男爵の妻としての呼び名を練習していたことがユーモラスに映る。
続いて引用8。
8.Therearegentlemenofverygoodbloodandfashioninthiscity,whoneverhaveentereda
lady・sdrawing-room;sothatthoughRawdonCrawley・smarriagemightbetalkedaboutinhis
county,where,ofcourse,Mrs.Butehadspreadthenews,inLondonitwasdoubted,ornotheeded,
ornottalkedaboutatal.Helivedcomfortablyoncredit.Hehadalargecapitalofdebts,which
laidoutjudiciously,wilcarryamanalongformanyyears,andonwhichcertainmenabouttown
contrivetoliveahundredtimesbetterthanevenmenwithreadymoneycando.（176）
ロードン夫妻は，結婚後，上流社会で贅沢に暮らすが，その生活の元手となるのは多額の借金なの
である。これは，彼らの欺瞞的性格を表すのであるが，そのために犠牲となる者たちが多いのである。
この引用部の最後の文の中の文句 ・Hehadalargecapitalofdebts・は面白い表現だと思う。
次は引用9。
9. ・Isn・the［Joseph］veryrich?・saidRebecca― ・theysayalIndianNabobsareenormouslyrich.・
・Ibelievehehasaverylargeincome.・
・Andisyoursister-in-lawaniceprettywoman?・
・La!Josephisnotmarried,・saidAmelialaughingagain.
PerhapsshehadmentionedthefactalreadytoRebecca,butthatyoungladydidnotappear
tohaverememberedit―indeedvowedandprotestedthatsheexpectedtoseeanumberofAmelia・s
nephewsandnieces.ShewasquitedisappointedthatMr.Sedleywasnotmarried,shewassure
Ameliahadsaidhewas,andshedotedsoonlittlechildren.
・Ithinkyoumusthavehadenoughofthem atChiswick,・saidAmeliaratherwonderingat
thesuddentendernessonherfriend・spart―andindeedinlaterdaysMissSharpwouldneverhave
committedherselfsofarastoadvanceopinionstheuntruthofwhichwouldhavebeensoeasily
detected.Butwemustrememberthatsheisbutnineteenasyet―unusedtotheartofdeceiving,
poorinnocentcreature!andmakingherownexperienceinherownperson.Themeaningofthe
aboveseriesofqueriesastranslatedintheheartofthisingeniousyoungwomanwassimply
this― ・IfMr.JosephSedleyisrichandunmarried,whyshouldInotmarryhim?Ihaveonlya
fortnight,tobesure,butthereisnoharm intrying.・Andshedeterminedwithinherselftomake
thislaudableattempt.（17）
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これは，レベッカがアミーリアの家に滞在したときのやり取りの一部である。レベッカは，ジョウ
ゼフが未婚であることはアミーリアから聞いていたにも拘わらず，猫被りをして，子供が大好きな振
りをしている。レベッカは子供を好むどころか，後には，自分の子さえ邪魔者扱いをするほどである。
引用の下から6行目に書かれているように，19歳のレベッカはまだ上手にをつくことには慣れて
いないわけである。そして，引用の最後の2行にあるとおり，彼女は実はジョウゼフを結婚相手とし
て射止めることを目論んでいるのである。しかし，アミーリアは相手の変貌振りに驚くが，お人好し
の彼女は欺瞞を見抜くことはできない。レベッカのこのような態度は苦笑の元となる。
続いて引用10。
10.He［littleRawdon］resistedbeingkissedbytheMissCrawleys:buthealowedLadyJane
sometimestoembracehim:anditwasbyhersidethathelikedtositwhenthesignaltoretire
tothedrawing-room beinggiven,theladiesleftthegentlementotheirclaret―byhersiderather
thanbyhismother［Rebecca］.ForRebeccaseeingthattendernesswasthefashion,caledRawdon
toheroneevening,andstoopeddownandkissedhim inthepresenceofaltheladies.
Helookedherfulinthefaceaftertheoperation,tremblingandturningveryred,ashiswont
waswhenmoved.・Youneverkissmeathome,Mamma,・hesaid;atwhichtherewasageneral
silenceandconsternation,andabynomeanspleasantlookinBecky・seyes.（451）
これは，ロードンクローリー一家がクイーンズクローリーを訪問した時の一場面である。この
引用の前半では，ロードンジュニアが母親よりも，ピットクローリー（ロードンの兄のピット）の
妻であるジェーンの側にいる方が居心地が良いと感じていることが分かる。後半では，引用部下から
2行目の ・Youneverkissmeathome,Mamma・というロードンジュニアの発言によって，
レベッカの欺瞞が暴露されてしまう。これには，読者も苦笑を禁じ得ない。
次は引用11。
11.Whatadignityitgivesanoldlady,thatbalanceatthebanker・s!How tenderlywelookat
herfaultsifsheisarelative（andmayeveryreaderhaveascoreofsuch）!Whatakindgood-
naturedoldcreaturewefindher!HowthejuniorpartnerofHobbsandDobbsleadshersmiling
tothecarriagewiththelozengeuponitandthefatwheezycoachman!How,whenshecomesto
payusavisit,wegeneralyfindanopportunitytoletourfriendsknowherstationintheworld!
（9091）
ここでは，銀行家に多額のお金を預けてある老婦人がどれほどの威厳を獲得できるかが書かれてい
る。そのような婦人が親戚である場合には，彼女の欠点も優しい眼で見られ，彼女は気だての良い婦
人になってしまうのである。ここに，人間の打算と貪欲が認められる。人間の打算的性質が皮肉に笑
われているのだと言えよう。
次は引用12。
12.・Why,hangit,man,you［Wiliam Dobbin］don・tcalofferinghim［GeorgeOsborne］eightor
tenthousandayear,threateninghim?・Mr.Osbornesaid,withstilprovokinggoodhumour.
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・・Gad,ifMissS.［Swartz］wilhaveme,I・m herman.Iaintparticularaboutashadeorsoof
tawny.・Andtheoldgentlemangavehisknowinggrin,andcoarselaugh.（229）
これは，ジョージオズボーンとアミーリアとの内密の結婚式が行われた5日後に，ウィリアム
ドビンが，ジョージと彼の父親を和解させるためにジョンオズボーン家を訪問したときのジョンの
台詞の一部である。ジョンは，アミーリアの父親が破産して一文無しになったために，彼女の一家を
毛嫌いするようになり，ジョージとの結婚が約束されていたアミーリアを見捨てて，巨万の富を持つ
ミススウォーツと結婚するようにと息子に命じたのである。この引用文中で，ジョンは ・・Gad,if
MissS.wilhaveme,I・m herman.Iaintparticularaboutashadeorsooftawny.・と臆
面もなく言うのであるから，これは彼の激しい貪欲と拝金主義を示しているわけである。これを読む
と読者は然として苦笑する。
次は引用13。
13.・Ifhe［Rawdon］hadbutalittlemorebrains,・she［Rebecca］thoughttoherself,・Imight
makesomethingofhim;・butsheneverlethim perceivetheopinionshehadofhim;listenedwith
indefatigablecomplacencytohisstoriesofthestableandthemess;laughedatalhisjokes;felt
thegreatestinterestinJackSpatterdash,whosecab-horsehadcomedown,andBobMartingale,
whohadbeentakenupinagambling-house,andTom Cinqbars,whowasgoingtoridethe
steeple-chase.Whenhecamehomeshewasalertandhappy:whenhewentoutshepressedhim to
go:whenhestayedathome,sheplayedandsangforhim,madehim gooddrinks,superintended
hisdinner,warmedhisslippers,andsteepedhissoulincomfort.Thebestofwomen（Ihaveheard
mygrandmothersay）arehypocrites.Wedon・tknowhowmuchtheyhidefrom us:howwatchful
theyarewhentheyseem mostartlessandconfidential:howoftenthosefranksmileswhichthey
wearsoeasily,aretrapstocajoleoreludeordisarm―Idon・tmeaninyourmerecoquettes,but
yourdomesticmodels,andparagonsoffemalevirtue.（175）
ここでは，レベッカの偽善がユーモラスに描かれている。引用の前半では彼女が夫の話を興味深そ
うに聞き，彼の冗談を一緒に笑う様が述べられている。そして，ロードンに快適な家庭生活を送らせ
ようと腐心している姿が見える。しかし，これは夫を懐柔する方策なのである。引用の下から5 4
行目の，・Thebestofwomen（Ihaveheardmygrandmothersay）arehypocrites.Wedon・t
know how muchtheyhidefrom us:・にあるように，VanityFairの語り手によれば，レベッカ
のような一番立派な女性は偽善者であるということになる。夫に対する隠し事がたくさんあるために，
立派な妻を演じているという理屈なのである。これがレベッカについてのみ適用できるならば良いの
であるが。
これまでは，人間の欠点に対する笑いだけを見てきたが，次の引用14では，ロードンの子煩悩と
いう美点が引きおこした失敗に対する笑いが生まれる。
14.Rawdonboughttheboy［littleRawdon］plentyofpicture-books,andcrammedhisnursery
withtoys.Itswalswerecoveredwithpicturespastedupbythefather・sownhand,andpurchased
byhim forreadymoney.WhenhewasoffdutywithMrs.RawdoninthePark,hewouldsitup
―88―
here,passinghourswiththeboy;whorodeonhischest,whopuledhisgreatmustachiosasif
theyweredriving-reins,andspentdayswithhim inindefatigablegambols.Theroom wasalow
room,andonce,whenthechildwasnotfiveyearsold,hisfather,whowastossinghim wildlyup
inhisarms,hitthepoorlittlechap・sskulsoviolentlyagainsttheceilingthathealmostdropped
thechild,soterrifiedwasheatthedisaster.（379）
引用のほぼ前半では，ロードンが自分の息子に絵本や玩具を買い与え，何時間も愉快な遊び相手に
なることが書かれている。ところが，ロードンが犯した失敗が，下線部に見える。あるとき，その遊
びの最中にその子を乱暴に投げ上げたので子供の頭が天井に衝突したのである。ロードンはこの大失
敗に怖くなったあまりもう少しで子供を落としそうになった。この人物は子供が大のお気に入りで無
限の愛情を捧げている。ときには，ロードンジュニアとの別れにあたって非常に感傷的になるほど
である。微笑なしにはこの場面は読めない。
最後に引用15。
15.VerylikelyMissBinnywasrighttoagreatextent.Itistheprettyfacewhichcreates
sympathyintheheartsofmen,thosewickedrogues.A womanmaypossessthewisdom and
chastityofMinerva,andwegivenoheedtoher,ifshehasaplainface.Whatfolywilnotapair
ofbrighteyesmakepardonable?Whatdulnessmay notredlipsandsweetaccentsrender
pleasant?And so,with theirusualsenseofjustice,ladiesarguethatbecauseawoman is
handsome,thereforesheisafool.Ohladies,ladies!somethereareofyouwhoareneither
handsomenorwise.（391）
これは，女性の容貌と知性との関係についての語り手のコメントである。引用の最初の文中の，ミ
スビニーという人物は，ワーテルローの戦いで夫を亡くしたアミーリアを崇拝している副牧師であ
るビニーの姉であるが，引用箇所の直前の本文で，彼女は弟がアミーリアに夢中になっている点につ
いて立腹している。ミスビニーは，弟はアミーリアの美貌に魅力を感じているのだ，アミーリアは
面白みのない女だと言って弟を責めている。
このコメントが正しいかは判断が難しいのであるが，少なくとも引用の最後の文は痛烈な皮肉を含
む毒舌であり，笑いの源泉になる。
以上，VanityFairの中からユーモラスな部分をいくつか取り上げて笑いが生じる場面とコメン
トを見てきたが，この小説の中では，ユーモアが生み出す笑いが，第一に，作中人物の性格を浮き彫
りにする機能を担っていると言うことができる。各人物がユーモアのセンスや諧謔精神を備えている
か否かを示す役割を果たしているのである。また，心のゆとりを失うとそのユーモアも失われがちな
ことが，セドレー老人の大きな性格の変化によって巧みに描かれている。それというのも，豊かに生
きていた頃には愉快な人物であった，アミーリアの父は，破産してからは，裕福だった時代を夢見る，
人間嫌いとも言える孤独な生活を送り，ユーモアとは縁が切れてしまうからである。
第二に，皮肉な言い回しや風刺的表現によって，作中人物のみならず，人間一般の愚行と俗物性の
ような醜い性格が批判され，それらを矯正する役割を笑いが演じていると言えよう。但し，『虚栄の
市』のウィットとユーモアの裏には，語り手の寛容な精神が隠れているように思われる。人間の愚か
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さを笑う一方で，弱点欠点をおおらかに眺めようとする姿勢が看取される箇所が少なくない。言い
換えれば，人間の不完全さを認め且つ許し，人間の美徳を信じようとする態度が感じられるのである。
その証拠に，作品の中には，真の悪党と呼ぶべき人物はほとんど見あたらない。本稿の引用部を読ん
でも，読者が不愉快を覚えることは稀なのではないかと思う。これが『虚栄の市』のユーモアの最大
の特色であると言えよう。
（本稿は，2006年3月11日に開催された，英米文化学会第119回例会での口頭発表に加筆修正を行なった
ものである。）
注
1 分冊刊行されていたときの副題は，・PEN ANDPENCILSKETCHESOFENGLSIH SOCIETY・であっ
た。
2 語り手のコメントは概算で50カ所を超える。
3「俗物性」の「俗物」（snob）という言葉は「スノッブ，紳士気取りの俗物，俗物紳士 社会的地位の高い人
や金持ちにへつらい，その人たちを模倣したり交際を求めたりするが，下の者に威張るきざな人物」（研究
社新英和大辞典第六版）の意味で使用する。
4 以下の引用はすべてNortonCriticalEdition:VanityFair（Ed.PeterL.Shilingsburg,1994）による
もので，引用文中の［ ］内の語句および下線は筆者が付加した部分である。各引用の最後の（ ）内の数
字はテキストのページ番号を示す。下線部は，笑いの生じるキーセンテンスである。全体がユーモラスと感
じられる引用には下線を施していない。
（なかむら たけし 英語コミュニケーション学科）
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